
私たちが目指すもの
～観光産業をエンジンとして、地域社会の持続性を高め、次世代へ繋ぐ「エコシステム」～

人口が減り、少子高齢化が進む中、交流人口・関係人口の拡大は地域の活力の維持・発展に
不可欠です。日本には、国内外の観光旅行者を魅了する素晴らしい「自然、気候、文化、食」
が揃っており、コロナ禍を経ても、観光を通じた国内外との交流人口の拡大の重要性に変わり
はなく、国も観光は今後とも成長戦略の柱、地域活性化の切り札であるとしています。
私たちは、北アルプスの自然の恵みと、その恩恵を受けた松本と高山に根付くこの地域を、

一つの観光圏として捉えたときに、多彩で上質な体験と滞在ができる魅力的な観光地経営に
よって、地域の価値が向上し、持続的な発展につながるものと考えます。観光産業をエンジン
として、この地域社会の持続性を高め、50年、100年先の未来のためのエコシステムの形成
（＝高付加価値な観光地域づくり）を目指します。
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中部山岳国立公園を中心とした松本市・高山市並びに周辺エリアの活性化に向けた高付加価値な
観光地づくりを目的に2022年10月に設立。

この地域の自然、食、暮らしは、地域に住まう人々、そして旅行者として訪れる人々にとって、
他の地域では得られない唯一無二の価値（コアバリュー）があります。それを明確にしながら、双
方の満足度を高めて消費額を増やすとともに、この地域の自然環境、経済活動、日々の暮らしの持
続可能性を高めることを目的としています。
また、観光庁の調査によると、こうした地域のコアバリューを求め、世界を旅する旅行者（ =

高付加価値旅行者※）が多くの消費を促すとされており、海外の高付加価値旅行者を地方部に誘致
し、地方創生へ貢献することが期待されています。

※高付加価値旅行者とは、単なる富
裕層旅行者ではなく、その地域を訪
問し、ホンモノの体験を通じて、学
びや発見を求めるとされます。

松本・高山 
高付加価値な観光地づくり推進協議会

広 報 誌

総会の様子
（2023年4月高山市内にて）



To be continued：次号では今年度の取組をより詳細に紹介する予定です。

当会におけるこれまでの取組と今年度の取組の方向性
私たちは2022年10月に松本・高山 高付加価値な観光地づくり推進協議会を設立し、2023年3月に観

光庁「地方における高付加価値なインバウンド観光地づくり」事業の採択を受け、本事業を中心に複数
年の計画（マスタープラン）を策定し、その他関連事業も含めて地域全体で取り組んできました。

【昨年度の取組の概況】
2023年  4月：第一回運営部会の開催、取組の具体的な方向性を議論
2023年  7月：令和5年度実施計画（マスタープラン作成に向けた事業計画）承認、事業開始

コアバリューや成果指標および地域経営主体等に関する調査、外部有識者を招請した
モニターツアーの実施、事業者や旅行者に対する意識調査、地域向けのシンポジウム
等を実施。

2024年  2月：マスタープラン（第一版）を策定
2024年  4月：マスタープラン（第一版） を協議会承認、公表

【今年度の取組の方向性】
令和6年度においても引き続き観光庁事業を中心に、策定したマスタープラン

に基づき、北アルプスを挟み松本～高山地域を一気通貫で体験できるストーリーツ
アーの造成、中核となる滞在拠点（宿泊施設）の整備計画策定、高付加価値旅行者
のニーズにあった移動手段の検討、ガイド人材確保や育成方針に向けた検討等の
具体化を目指します。現在これら全体の年度内実施計画を作成中（8月中に完了見込）。

マスタープラン
（第一版）の詳細

発行：高付加価値な観光地づくり推進協議会 運営部会 ２０２４年８月

エリア名称を
【Kita Alps Traverse Route】
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